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だこと（Delapierre et al., 1983 ; Michalet, 1985），フランス産業が需要の停滞している産業部門に特化





















































































るいは構造的失業率を推定することは困難である（Gautié, 1998, p. 65）。

























期間 GDP成長率 定数項 R 2 DW
１９７４－２００４ －０．３７０５３９＊ １．０９１３１＊ ０．４２６５８２ ０．９１８０７５
Ｎ＝３１ （－４．８２８８５） （５．４５５６７）
１９７４－１９８７ －０．１５４２６９＊＊ ０．９０９７９６＊ ０．１０５１５７ １．５３５３３
Ｎ＝１４ （－１．５８９８７） （３．６０３０１）

















と Ph．ザモラの研究（Poulet−Coulibando, Zamora, 2000）によって説明しておこう。図２の中の「無
リ セ
資格」とは中学・高校終了時に普通教育高校のバカロレア（BAC），職業教育高校において取得する
職業適性証（CAP : certificat d’aptitudes professionelles）または職業教育修業免状（BEP : brevet d’études
professionnelles）を取得できなかった若者である。BAC/CAP/BEP は日本で言えば高校の普通教育修
了者（BAC : baccalauréat）あるいは職業教育高校の専門教育修了者（CAP, BEP）であるが，普通教
育課程を修了しても大学入学資格であるバカロレア試験に失敗した若者や，職業教育課程修了時の資
格試験に失敗すると「無資格」労働者になる。なお，BAC/CAP/BEPより上位の資格は BAC＋２以
上，すなわちバカロレア取得後の２年の大学一般教育の修了証（DEUG : diplôme d’études universitaires






１９６７－１９７３ １９７４－１９７９ １９８０－１９８６ １９８７－１９９７ １９９８－２００６
全体 ２．６ ４．７ ９．３ １０．７ ９．８
男 １．６ ３．２ ７．４ ８．８ ８．６
女 ４．４ ４．７ １２．０ １３．１ １１．２
２５歳未満 ５．２ １０．７ ２１．３ ２１．７ ２１．０
男 ３．０ ７．３ １６．８ １７．６ １９．１
女 ８．０ １５．０ ２６．８ ２６．８ ２３．４
２５－４９歳 １．７ ３．３ ７．０ ９．５ ９．０
男 １．０ ２．２ ５．５ ７．７ ７．６
女 ３．０ ５．０ ９．１ １１．８ １０．６
５０歳以上 ２．４ ３．３ ６．５ ７．９ ７．３
男 １．９ ２．８ ６．０ ７．４ ６．９



























という LMD（Licence, Master, Doctorat）制度に標準化されている。
図２ 卒業後５年以内における若者の失業率，１９９１－２０００年
出所）Poulet−Coulibando, Zamora（２０００）．
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